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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、昨年 11 月４日に開示し

た平成 23 年３月期通期連結業績予想数値（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日）を、下記

の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

  

平成 23 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

   売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

   百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

 
前 回 予 想(Ａ) 

（平成22年11月４日発表） 
 １６０，０００ １０，０００ ７，８００ △１，５００ △１１ ．９３

 今 回 修 正(Ｂ)  １４５，０００ ７，０００ ３，７００ △７，５００ △５９ ．６５

 増 減 額(Ｂ－Ａ)  △１５，０００ △３，０００ △４，１００ △６，０００ －

 増   減   率 (％)  △９．４ △３０．０ △５２．６ － －

 (参考)前期実績  １６９，５１８ ４，１７６ ２，９１９ △５９，１８０ △７２０ ．６２

 

修正の理由 
 

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの行うＢＰＯ、ＩＴマネジメント、システ

ム開発の各セグメントにおける受注高は前年同期間比で増加傾向にあります。しかし、従来の業

績予想と比較すると、当期業績に貢献を予定している大型案件の受注遅れや規模の縮小、並びに

既存顧客からの内製化・減額要請が想定以上に続いたことにより、通期の売上高、営業利益の予

想数値が影響を受ける見込みです。 

また、主力事業である情報サービス事業へ経営資源を集中させ、来期以降の黒字体質の強化を

主眼に、第４四半期においてさらなる資産のスリム化を図り、これらに関する営業外費用及び特

別損失の計上を見込んでおります。 

あわせて、上記の影響を踏まえた繰延税金資産の計上額見直しを実施することとし、上記の通

り平成 22 年 11 月４日発表の業績予想を修正いたします。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業績は、今後の様々な

要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 
以 上 


